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第３回 丹波市丹（まごころ）の里創生総合戦略推進委員会 

 

日時 令和５年 11月 30日（木） 

19時 00分〜21時 00分 

場所 氷上住民センター 実習室 

 

出席者（敬称略・順不同） 

○委員 八尾由江委員、大野亮祐委員、中川フェテレウォルク委員、畑道雄委員、

赤井俊子委員、大木玲子委員、中井昌彦委員、杉岡秀紀委員、荻野博久

委員、小林芳晴委員 

※欠席： 藤本理恵委員、藤井叙人委員、荻野祐一委員 

○丹波市 細見正敏副市長 

（事務局）清水ふるさと創造部長、磯﨑総合政策課長、多田総合政策課政策係長 

村上総合政策課政策係主査 

 

１ 開会 

   

２ 副市長あいさつ 

 

３ 報告事項 

 （１）第２期丹波市丹（まごころ）の里創生総合戦略の改訂について 

 

（事務局説明） 

 

委員: 改訂する事業が有効に活用できればよい。特に子どもは未来を担うための存在であ

るため、ICTなどを活用し、子どもたちの可能性を引き出してほしい。 

委員：京都府南部でひきこもりの子ども達を対象にメタバースを通じた実証実験を行って

いる事例がある。丹波市内に不登校児がどの程度いるか分からないが、検討してほし

い。 

委員：資料をメールで事前送付することは、経費削減につながり、良い取組である。県では

数年前から、同様の取組を行っており、他課にも波及させてほしい。 

サテライトオフィスについて、旧柏原支所の活用について検討しており、市に提案を 

行ったが、なかなか応じてもらっていない。 
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委員：DX 推進の観点から資料をメールで送付しているが、守山市では会場にパソコンをセ

ットし、完全なペーパーレスの取組を行っている。丹波市でも時間がかかるかもしれ

ないが、特定の委員会だけでも進めてほしい。 

柏原支所の活用について、サテライトオフィスに係る現在の市の想定は。 

事務局：丹波市内でどこに位置付けるか整理が必要で、具体的に候補があるわけではない。

県のシリ丹バレー構想もあり、各種団体に呼びかけを行い、テレワークなどスモー

ルステップで進めていきたい。取組を進めるなかで、柏原支所の活用を図ることが

できるのではないかと考えている。 

委員：内容的には良い取組である。特にメタバースの取組はリアル化の促進にもなる。サテ

ライトオフィスは神山町の事例もある。関西万博をからめての観光誘客は私自身万博

の年に生まれており、楽しみにしている。兵庫県もフィールドパビリオンに取り組む

予定であり、丹波市ものっかってほしい。自然の家も活用できれば、更に良い取組に

なる。 

委員：サテライトオフィスを使用される方がどこに宿泊するかが問題になる。サテライトオ

フィスと住宅をセットで検討してほしい。 

委員：サテライトオフィスについて、大人を対象とした英語の学習や高齢者が何か学ぶ機会

を設けてほしい。大阪・関西万博は、丹波市としてどのように取り組むか。まごころ

の里として、住民全体の意識を醸成させる取組が必要である。自然の家について、こ

れまでの活用状況について、教えてほしい。 

事務局：自然の家は、子どもたちの交流を行うことを主たる目的として、昭和 54年に設置

された。その後、兵庫県の取組である自然学校の場として活用されてきた。自然の

家は丹波市の施設でなく、阪神・丹波の自治体で事務組合を構成し、運営してきた。

各年度の利用者は分からないが、延べ 200万人が利用してきた。 

委員：サテライトオフィスは、地域との交流が重要である。宮津市でサテライトオフィスに

９社が入り、２階では一般の利用もでき、イベントを通して交流ができる。身近な例

として紹介したい。 

委員：７割は万博に関心がない。成功に向けて、取り組む必要があるものの、このままでは

尻すぼみになる。隣接している２府４県は同じような取組となるため、交通手段や宿

泊施設の確保など、近隣の市町と提携することが重要である。お客さんも取り合いに

なる。計画的に進めてほしい。 

委員：2,700 万人程度の利用者が想定されている。ホテルと公共交通は重要な問題である。

外国の方にとっては、小銭は使用しにくく、キャッシュレスの取組も重要である。岐
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阜県では無人バスが市役所と駅とを周遊している。公共交通は地域の問題で、免許返

納のことも含めて研究してほしい。 

委員：子どもの環境整備が大切で ICT教育は良い取組である。千葉県流山市では教育環境な

ど生活がしやすく、子どもの数も増えている。 

委員：ICT化も重要であるが、茨木市や綾部市などでは図書館などを併設した複合施設がで

きている。小学生から高校生まで集まることができ、人の流れが変わることがよく分

かった。丹波市では、例えば自然の家をその拠点とすることも良い取組かもしれない。 

委員：どれも良い事業である。ICT教育の推進については、ハード面だけでなく、活用方法

も考えてほしい。サテライトオフィス関連で、シリ丹バレーでコワーキングなどにも

取り組んでおり、連携してほしい。また、丹波地域の万博の取組として、県では冬の

パビリオン、グローカル丹波を進めている。12月には、ゆめの樹や西山酒造などと進

捗状況の見学会を予定している。 

委員：グローカル丹波の取組など連携がキーワードになる。市内には、森のひとときなどの

民間事業者もあり、自然の家が民業圧迫しないよう、差別化も必要である。 

委員：教育面については、アナログとデジタルをうまく連携してほしい。自然の家とサテラ

イトオフィスをうまく活用し、西脇市のミライエのようにできればよい。 

万博について、丹波市と丹波篠山市として取り組んでいくことになるが、連携できる

ような提案ができればよい。また、一過性のイベントとならないよう、進めたい。お

ばあちゃんの里も近年利用者が増えている。うまく、万博とマッチさせたい。柏原地

域にも観光バスは入ってくるように仕掛けをしていきたい。 

委員：仕事の時にいかに子どもを結びつけるか。自然の家にどんな機能が、サテライトオフ

ィスにはどんな機能が必要か考えてほしい。 

万博以後の活用事例の紹介として、京丹後市は 100 歳以上の方が多いことが特徴であ

り、万博を長寿で迎えることができるよう体操・長寿食の研究などに取り組んでいる。

また、万博後に長寿サミットを行うなど、レガシープランを検討している。丹波市の

会議体の状況はどうか。 

事務局：市では会議体等、産業経済部が中心にプランを立てている。観光コンテンツについ

ては、行政の後押しがあれば一定進むと考えているが、交通・キャッシュレス・言

語対応については、地域の事業者を含め、行政が牽引する必要がある。政策部門と

しては、会議体に提案していきたい。 

委員：キャッシュレスと健康と結び付けている自治体が多い。地域マネーの活用についても 

検討してほしい。 
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委員：移住窓口での感触からすると、自然の家をきっかけに丹波市を好きになった人も多

い。たくさんの人に良い面を見てもらえるきっかけになり、長い目でみると効果があ

ったように感じる。接点とか体験は重要で、名古屋の万博では出展者として参加した

が、当時もリピートが多かった。地域を見るきっかけになるため、施策が連動するこ

とが重要。 

サテライトオフィスについて、丹波市内の空き家を買う人は、店舗兼住居とする方が

多く、そのような方の移住が増えた。どこまで需要があるか分からないが、サテライ

トオフィスを運営する会社が古民家を改修するなどの取組であればよいと思う。 

委員：自然の家は、丹波市を知る大きなきっかけになっている。その経験を活かすような取

組は重要である。愛知県の万博などリピートは重要で、大阪万博も一定の世代を全員

招待している。そういう仕掛けを検討してほしい。 

サテライトオフィスは、ラウンジ機能など含めて検討するべきではないか。ハードだ

け作って取組が完了しないように留意してほしい。 

事務局：貴重なご意見ありがとうございます。まだ構想段階の取組もある。自然の家は子ど

も・大人の双方が活用できる施設であること。万博は交通整備、ICT 教育はデジタ

ルだけの取組にならないようご意見をいただいた。今後の参考とさせていただきた

い。 

 

（２）第３期丹波市人口ビジョンの策定等について 

委員：社人研のデータが変わるため、情報提供にとどめたいと考えている。 

要点をまとめると、出生率は高く、社会増減も良い傾向にあるが、若い世代の社会増

減が回復していない。女性は進学率が伸びており、M字カーブが縮小し、働き続ける

傾向にある。また、外国人は人口が増加している。 

最新の出生率は 1.59で 2.07を目標とするかは意見が分かれる点であり、現実的な意

見ではないと考えている。また。社会増の回復率を 75％とすることは冒険的な数字

であり、京都北部でも 20～30％の回復率で 50％でも高い。このあたりは議論したい。

今後、現実的な意見交換をしたいと考えている。 

委員：進学での転出から帰ってくる方の性別割合は把握できているのか。 

事務局：11 ページを確認いただくと、男性はある程度帰ってくるが、女性はあまり帰って

きていないことが分かる。ただし、女性は若干増加傾向にある。 

事務局：福知山市は圧倒的に帰ってきている。女性の数は増やしたい。 

委員：ターゲットは女性になり、それを見据えた政策としてほしい。 
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委員：16 ページの外国人人口の深堀ができればと思う。国別の内訳、企業の勤め方や詳細

のデータについて、精査してほしい。 

委員：丹波市として、課題ア・イの分析はできているのか。例えば、卒業後の転入が少ない

ことや初婚年齢が上昇していることについてはどう考えているのか。 

事務局：内容を精査のうえ、次回の委員会で説明させていただきたい。 

 

４ 次回推進委員会開催日程 

第４回丹波市丹（まごころ）の里創生総合戦略推進委員会 

  日 時：令和６年１～２月予定 

場 所：未定  

 

５ 閉  会 

 


